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Ⅰ．はじめに
　体操競技の指導において，技の学習を効果的に援助す
るために幇助用具が使用されることは珍しいことではな
い。低鉄棒における「逆上がり」の学習で目にする，傾
斜のついた坂や反り立った壁もそのひとつである。「逆
上がり」の学習で利用されるこれらの用具は，学習者が
床面より高い位置で踏切ることによって，その力を効果
的に鉄棒の引きつけ及び後方回転につなげることができ
るため，「逆上がり」未習得者も，運動の全体像を把握
しやすくなるという利点がある。このように幇助用具は
体操競技の指導において，技の学習を援助する一方法と
して古くから親しまれてきた。言い換えれば，幇助用具
の開発・研究は，体操競技の技術発展を支える一つの要
因ともいえる。また，日々，技術発展を続ける体操競技
において，その時代潮流を捉え，技術動向に応じた指導
方法を研究していくことはいつの時代も現場指導者に求
められることである。
　体操競技におけるあん馬の最大の種目特徴は「両足旋
回」（図１）をはじめとした水平面運動を中心として演技
を構成することである。一方，近年のあん馬における終末
技の動向として，国内外を問わず，倒立経過を伴う技を実
施する選手が非常に多い。また，終末技のみならず，中
技としても倒立経過を伴う技を実施する選手が急速に増
えてきている。倒立経過を伴う技は，あん馬の特徴である
水平面運動に鉛直面運動を複合させた運動である（図２：
倒立経過を伴う技で基本技となる「旋回倒立」）（1-p.88）。倒
立経過を伴う技の多くが高難度に位置づけられていること
とも相まって，これまで主流であった水平面運動を中心と
した演技構成から，今後ますます，水平面運動に鉛直面
運動を複合させた運動を多く取り入れた演技構成に傾斜
していくことが考えられる。近年，あん馬において倒立経
過を伴う技に注目が集められはじめた中，筆者はその技術
動向を捉え，これに即した学習援助を目的として高さ調節
のできる把手を開発した。本稿では筆者が開発した幇助
用具について報告する。
Ⅱ．あん馬の技術変遷
　1868年，スイスのビールで行われた体操祭において，
チューリッヒから出場したハフナー選手（Emil Hafner）
がはじめて「両足旋回」を実施して以来，「両足旋回」
を基盤とする両足技はあん馬の中心的存在となり，体操
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図１　「両足旋回」（5-p.307より筆者が加工して転載）
図２　「旋回倒立」（1-p.88より筆者が加工して転載）
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競技の世界において長く親しまれてきた。「両足旋回」
をはじめとする両足技は，他の種目に多く見られる鉛直
面運動とは異なり，水平面運動で構成されることが最大
の特徴である（2-p.75）。
　水平面運動があん馬演技の大部分を占める一方で，
1981年のモスクワ世界選手権大会において，コロレフ選
手が「開脚旋回」から流動的に倒立下りを実施して以降，
あん馬演技の中技や終末技において倒立経過を伴う技が
広く普及することとなった（3-p.69-75）。先述の通り，これ
らの倒立経過を伴う技は，古くからあん馬の特徴であっ
た水平面運動に鉛直面運動を複合させた運動である。
Ⅲ．幇助用具開発に関する報告
　先述の通り，あん馬における倒立経過を伴う技の学習
援助を目的として，筆者は高さ調節のできる把手を開発
した。
　これまで，あん馬において「円馬」や「とび箱」を用
いた一般的な学習方法に加え，バケツを紐で吊り上げ，
その中に足を入れて行う水平面運動の学習方法や，渡辺
による「幅広把手」（4-p.65以下）を用いた学習方法は取り上
げられてきたが，高い把手を利用した学習方法は研究さ
れてこなかった。
　しかし，体操競技の指導において，技の習得を援助す
るために高低差を利用した学習方法を用いることは珍しい
ことではない。マット運動の「前転」における導入段階と
しての「跳箱からマットに手を着き，前へ転がる」（5-p.27）（図
３）という課題や，「前方倒立回転とび」の指導段階にお
ける「高さ30㎝の助走台の上から前転とび」（5-p.215）（図４）
という課題もその一例である。これらのように高低差を利
用して課題達成を容易にすることで，技の一応の全体経
過を体験させる指導方法は，体操競技の世界において古
くから用いられてきた。筆者は，このような高低差利用の
指導方法を「旋回倒立下り」の学習に応用することを考え
た。
　通常，平らな床面で両足接地の直立姿勢でバランスを
とる際，特別な意識をしない限り，個人差はあるものの，
右足と左足にかかる体重に極端な差は現れない。これに
対し，高さの異なる床面に両足を接地しバランスをとる
際，特別な意識や筋努力を伴わない限り，高い床面に接
地した足側より，低い床面に接地した足側により体重が
かかることを体験することができる。この現象は高低差
が大きくなるほど顕著に現れる。金子も，あん馬の支持
体勢における左右の支持の高さの違いについて，高さの
低い方に支持する側の腕に，より大きく重心がかかるこ
とを言及している（6-p.32）。
　上述の通り，本稿では高低差を応用した幇助用具につ
いて報告するが，ここでは近年の幇助用具研究の動向に
ついて触れておく。これまでも体操競技の指導において，
技の習得を効果的に進めるために様々な幇助用具が開発
されてきた。近年の幇助用具に関する研究としては，幇
助用具の利点のみならず，その問題性やつまずきにまで
分析を進めることの必要性が言及されている。吉本（7-p.23-33）
や，松山（8-p.75-87）は，鉄棒における「プラスチック性の管
を利用した幇助具」（「パイプ」）を用いて行う「順手車輪
（後方車輪）」の学習のつまずきや問題性について詳細な
分析を行っている。また，渡辺は自身の考案したあん馬
の「幅広把手」（4-p.65以下）の使用に関して「支持部の幅が
広いということと丸みを帯びた形状から，手のひらの着
き方の自由度が大きくなり，さまざまな着手法で技を遂
行することが可能になる」（4-p.68）という利点や「失敗でき
る動感意識の形成」（4-p.77）という意義を記述することに加
え，「幅広把手」を使用した学習が技の「習得に直ちに
結びつくわけではない。遂行条件を緩和した練習の後に，
さらに実際の動感との違いを埋めていく学習段階が必要
になる」（4-p.77-78）と，幇助用具使用における，実際の動感
との差を埋める学習段階の必要性にまで言及している。
　このように幇助用具使用においては，あらかじめ，正
規競技会用の器具使用時の動感に近づけていくことを考
慮した学習段階の設定も必要とされる。筆者はこのよう
な考えに基づいて，接続と取り外しの安全性を確保しつ
つ，技の習得においても無理なく徐々に高低差を小さく
し，正規の把手へと近づけていくことのできる幇助用具
を開発した。本稿では筆者が開発した幇助用具を高度調
節把手（図５）と表記する。
　高度調節把手は，筆者の構想をもとに製鉄会社と打ち
合わせを行い，その製鉄会社に製作を委託した。高度調
節把手の材質は鉄製で，支柱の上部と下部が切り離せる
図３　「前転」の導入段階（5-p.27より転載）
図４　「前方倒立回転とび」の指導段階（5-p.215より転載）
─　　─71
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報　第６号
構造を有し，その間に長さの異なる接続支柱を取り付け，
高度を調節する機能を担わせた。長さの異なる支柱は，
それぞれ30㎜（Ｓ支柱とする），50㎜（Ｍ支柱とする），
100㎜（Ｌ支柱とする）の３種類を製作した（図６）。高
度調節把手に接続支柱を取り付けない状態では，正規の
把手と同じ高さになるよう製作したため，各接続支柱を
取り付けた分だけ，正規の把手より馬体との高低差が大
きくなる構造を有している。さらに，高度調節把手は支
柱の上部と下部が切り離せる構造を有するため，接続支
柱部分を新たに製作すれば，把手を必要に応じた高さに
設定することが可能である。本稿ではＳ支柱を取り付け
たものをＳ把手，Ｍ支柱を取り付けたものをＭ把手，Ｌ
支柱を取り付けたものをＬ把手として表した（図７・８）。
Ⅳ．おわりに
　本稿において，筆者が開発した高度調節把手を利用し
た指導実践の詳細にまで触れることはしない。筆者が当
該用具を利用して行った指導実践及び用具の果たした
機能についての分析は別稿（9-p.19-31）にて行っているため，
そちらを参照とされたい。
　筆者は別稿（9-p.19-31）にて，高度調節把手があん馬にお
ける「旋回倒立下り」の学習援助のひとつとして利用で
きる可能性を示した。そこでは，通常より高低差の大き
い把手を利用した「普段より低い位置に手を着かなけれ
ばならない」という場の設定が，「旋回倒立下り」未習
得者の動感発生に契機的役割を果たしたことを明らかに
した。また，そこでは「旋回倒立下り」に焦点を絞り指
導実践及び考察を行ったが，高度調節把手の高低差を利
用することで「旋回倒立下り」に限らず，同様な水平面
運動に鉛直面運動を複合させた倒立経過を伴う技の学習
援助に役立つ可能性が示唆される。
　さらに，高度調節把手を利用することは，倒立経過を
伴う技の学習援助になるばかりでなく，「両足旋回」な
どの水平面運動の技の技術欠点や姿勢欠点の修正指導に
役立つ可能性が示唆されたが，このことについては筆者
の今後の研究課題とし，トレーニング現場の指導者，コー
チに直接還元できる高度調節把手の使用方法及び指導体
系を検討していきたい。
付　記
　本研究報告は，平成26年度北翔大学北方圏生涯スポー
ツ研究センターの研究助成を受けて実施したものであ
る。
図５　筆者が開発した高度調節把手 図７　各支柱を取り付けた高度調節把手（Ｓ把手・Ｍ把
手・Ｌ把手）
図６　開発した接続支柱（Ｓ支柱・Ｍ支柱・Ｌ支柱）
図８　把手の高低差（左：Ｌ把手，右：正規把手）
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